
北河内二次医療圏内の医療体制の現状
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府平均 27.5％ 北河内平均 29.5％

１．地域の概況 
（１）人口等の状況 

  ○北河内二次医療圏は、7 市から構成されており、総人口は 1,139,459 人となっています。

また、高齢化率が一番高いのは寝屋川市（30.5％）であり、一番低いのは大東市（27.1％）

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

図表 10-3-2 市町村別高齢化率（令和２年） 図表 10-3-1 市町村別人口（令和２年） 

出典総務省「国勢調査」
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（２）将来人口推計 

  ○人口は 2015 年をピークに減少傾向であると推計されています。 

○高齢化率は 2015 年の 27.5％から 2045 年には 42.5％に上昇すると推計されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 10-3-3 将来人口と高齢化率の推計 

出典 

2020 年以前：総務省 

「国勢調査」 

2025年以降 ： 国立社

会保障・人口問題研究

所「日本の地域別将来

推計人口（平成 30 年

推計）」 



医療保険 介護保険 その他

特別養護
老人ホーム

59施設
3,873人定員

介護保険施設
89施設

6,728人定員

介護老人
保健施設
26施設

2,688人定員

介護療養型
医療施設

（介護療養病床）
4施設

167人定員

主な地域密着型
サービス
115施設

2,213人定員

地域密着型
養護老人ホーム

29施設
841人定員

認知症高齢者
グループホーム

86施設
1,372人定員

有料老人ホーム
196施設

9,213人定員

養護老人ホーム
3施設

180人定員

軽費老人ホーム
23施設

940人定員

サービス
付き

高齢者向け
住宅

101施設
4,157人定員

DPC
18施設 4,188床

一般病棟入院基本料
39施設
4,212床

一般病床 療養病床

回復期
リハビリテーション

10施設
680床

地域包括ケア病棟
（入院料）

5施設
184床

療養病棟
入院基本料

17施設
1,428床

小児
入院医療管理料

4施設 140床

障害者施設等
7施設 849床

緩和ケア病棟
2施設 36床

有床診療所
一般

24施設 325床

地域包括ケア病棟
（入院医療管理料）

13施設
252床

精神病床

9施設
1,707床

結核病床

2施設
129床

感染症病床

1施設
8床

有床診療所
療養

0施設
0床

特定機能病院
1施設 627床

（一般病床に限る）

専門病院
0施設 0床

救命救急
2施設 92床

特定集中治療室
6施設 49床

新生児
特定集中治療室

0施設 0床

新生児
治療回復室
0施設 0床

総合周産期特定集中治療室
母体・胎児 1施設 25床
新生児 1施設 12床

脳卒中ケアユニット
2施設 15床

ハイケアユニット
7施設 42床

一類感染症
0施設 0床

小児
特定集中治療室

0施設 0床

北河内

特殊疾患
（入院料）
0施設 0床

特殊疾患
（入院医療管理料）

0施設 0床

図表 10-3-5 診療報酬における機能に応じた病床の分類と介護施設等の状況 

  

 

 

出典 ・「医療保険」：令和４年度病床機能報告（令和４年７月１日時点）ただし、精神病床・結核病床・感染症病床は 

大阪府健康医療部調べ（令和５年６月 30 日時点）、DPC は令和３年度 DPC 導入の影響評価に係る調査「退院患者調査」 

・「介護保険」・「その他」：大阪府福祉部調べ（令和５年４月１日時点、ただし、認知症高齢者グループホーム定員数及び 

サービス付き高齢者向け住宅の施設数は令和５年３月 31 日時点） 



疾病・事業別の医療体制

【北河内圏域における精神疾患】

①地域連携拠点医療機関については、多様な精神疾患に対応する

ために、疾患ごとに定めており、別表の内容となる予定です。

②令和４年において、在院期間１年以上の患者数は、医療機関

では730人で、入院患者の54.5％を占めています。

退院阻害要因では、「住まいの確保が出来ない」が49.0％と

府平均33.1％を大きく上回っています

（出典 大阪府「精神科在院患者調査報告書」）。



①別表



地域連携拠点一覧（R6.4.1～） 【北河内二次医療圏】
※児童・思春期については、対応可能な最少年齢を記載



北河内二次医療圏における今後の取組（方向性）

多様な精神疾患に対応できる医療体制の整備に向け、北河内精神医
療懇話会を継続して実施し、各医療機関における機能の明確化に向け
た情報交換を行うとともに、医療の充実と連携体制の構築を図ります。

精神障がいにも対応した地域包括ケアシステムの構築については、保
健所圏域や市の自立支援協議会等の協議の場等において、精神科病
院長期入院者の地域移行も含めた課題について検討します。


